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青森県教育庁文化財保護課
三内丸山遺跡保存活用推進室

三内丸山遺跡縄文時遊館

URL：http//sannaimaruyama.pref.aomori.jp/

　企画展は、磨製石斧を用いた活動を「一生」に見立て、「つ
くる」「つかう」「土地柄」「納める」の４つの内容に分け
ました。「つくる」は磨製石
斧を作ること、「つかう」は
磨製石斧を用いた活動、「土
地柄」は、西目屋村水上（２）
遺跡と比較することで、 三
内丸山遺跡の磨製石斧の特
徴を表現しています。 そし
て「納める」 は磨製石斧が
お墓に副葬品として埋めら
れるなどの行為です。
　磨製石斧が縄文人の生活
にどのように関わっていた
のかを実感してください。

　

10
月
27
日
、
第
41
次
発
掘
調

査
が
終
了
し
ま
し
た
。今
年
度
は
、

三
内
丸
山
遺
跡
の
北ほ

く

端た
ん

部ぶ

（
小

ド
ー
ム
付
近
）
で
、
沢
跡
の
形
状

や
時
期
、「
溜た

め

池い
け

状
じ
ょ
う

遺い

構こ
う

」
と
沢さ
わ

跡あ
と

の
関
係
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

沢
跡
の
調
査
結
果

　

今
年
度
調
査
し
た
沢
跡
は
、
縄

文
時
代
に
水
が
流
れ
て
い
た
可
能

性
が
高
い
場
所
で
す
。
昨
年
度
の

調
査
で
、
遺
跡
の
北
端
部
に
縄
文

時
代
の
沢
跡
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
今
年
度
は
そ
の
大
き
さ
や
形
、

時
期
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

　

数
か
所
の
発
掘
区
で
地
面
が

削
ら
れ
た
り
傾け

い

斜し
ゃ

し
た
り
し
て

い
る
場
所
が
見
つ
か
り
、
沢
跡

が
当
時
40
ｍ
以
上
続
い
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

沢
の
中
の
土
が
削
ら
れ
て
い
る

る
こ
と
や
、
砂
層
と
水
流
で
粒
が

揃
っ
た
土
層
が
何
層
に
も
積
み

重
な
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
土
か

ら
は
複
数
の
時
期
の
土
器
が
出

土
し
た
こ
と
か
ら
、
沢
が
埋
ま
っ

た
り
、
削
ら
れ
た
り
す
る
状
況
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

「
溜
池
状
遺
構
」
と
沢
跡

　
「
溜
池
状
遺
構
」
は
、
土
や

砂
な
ど
が
水
平
に
積
み
重
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
が
流
れ

た
り
、
溜
ま
っ
た
り
し
て
い
た
、

た
め
池
の
よ
う
な
場
所
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
大
き
さ
が
、

東
西
約
25
ｍ
、
南
北
約
20
ｍ
だ

と
今
年
度
の
調
査
で
わ
か
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
沢
跡
と
「
溜
池
状
遺

構
」
に
は
、
沢
の
水
を
せ
き
止

め
て
た
め
池
を
作
る
な
ど
の
直

接
的
な
関
連
が
あ
る
か
調
査
し

ま
し
た
が
、
は
っ
き
り
と
は
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
部
分
的

で
す
が
、
土
層
の
状
況
な
ど
か

ら
は
、
「
溜
池
状
遺
構
」
よ
り

も
沢
跡
が
新
し
い
と
こ
ろ
も
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

【第 41 次発掘調査平面図・発掘調査位置図（右下）】

沢
跡
と
「
溜
池
状
遺
構
」

以
外
の
北
端
部
の
す
が
た

　

沢
跡
と
「
溜
池
状
遺
構
」

以
外
に
、
今
年
度
調
査
で
は
、

土
や
土
器
を
捨
て
る
な
ど
し

て
約
1.5
ｍ
も
積
み
重
な
っ
た

場
所
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

近
く
に
あ
る
、
北
盛
土
な
ど

に
土
の
様
子
が
似

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
穴
を
掘
っ

て
土
器
を
埋
め
た
も
の

（
埋ま

い

設せ
つ

土ど

器き

）
が
複

数
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
子
ど
も
の
お

墓
と
考
え
ら
れ
て
い
る

も
の
で
、
２
つ
の
土
器

の
口
を
合
わ
せ
て
使
っ

【埋設土器（合わせ口）　Ｋトレンチ】

【
土
が
積
み
重
な
っ
て
い
る
様
子
　
Ｋ
ト
レ
ン
チ
】

平
成
29
年
度
発
掘
調
査
の
成
果

　
第
41
次
調
査
終
了
!!

て
い
る
も
の
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
出
土
遺
物
な
ど

の
整
理
作
業
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
成
果
報
告
を
平
成

30
年
3
月
10
日
（
土
）
の
遺

跡
報
告
会
で
行
う
予
定
で

す
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

企画展「磨製石斧の一生」
場所：さんまるミュージアム企画展コーナー
期間：平成30年３月４日（日）まで

※ 企画展の終了日は、変更になる場合があります。
決定次第HPでお知らせいたします。
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　昨年から始まった地上１階、地下１階の縄文時遊館増築
工事、ついに外観が現れました！今後は、建物の内部工事
を行い、 来年 11 月頃の公開に向けて準備を進めていきま
す。お楽しみに！
【増築建物の特長】
企画展示室
　縄文文化などの多彩な
テーマの企画展を観覧で
きます。貴重な文化財を
間近で体感してみてくだ
さい！
整理作業室
　発掘調査の出土品などを整理しており、土器の接合や復
元などの作業の様子を見学できます！
収蔵庫
　三内丸山遺跡から出土した土器や石器などを収蔵します。
見学して、出土品の豊富さを体感してください！

※ 完成まで施設利用の一部を制限等しております
ので、ご理解、ご協力をお願いします。
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遺
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達
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た
し
ま
し
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ら
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。
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Ｏ
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Ｊ
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た
し
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し
催
開
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」
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イ
の
外
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台
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目
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、
が
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し
ま
し
止
中
を
ト
ン
ベ
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催
開
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ン
ベ
イ
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０
０
５
８
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３
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催
開
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縄
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体
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例
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夏

カ
リ
プ
レ
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た
し
ま
い
行
を
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う
ろ
作
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掘
発
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で
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調
掘
発
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験

に
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実
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後
だ
ん
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方
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な
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、
て
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カ
リ
プ
レ
の
偶
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た
し
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出
の
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の
一
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う
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作
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縄
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０
０
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。
た
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成
達

　

月
２
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・）
土
（
日

11

）
日
（
日

祭
冬
文
縄
山
丸
内
三
「
は
に

。
す
で
定
予
る
す
催
開
を
」
り

く
た
。
す
で
定
予
る
す
画
企
を

ち
待
お
を
場
来
ご
の
方
の
ん
さ

！
す
ま
り
お
て
し

来
外
で
谷
の
北
、
に
め
た
る
守
を

を
り
釣
ニ
ガ
リ
ザ
カ
リ
メ
ア
の
種

。
た
し
ま
い
行

　

度
年
来
は
験
体
文
縄
る
ま
ん
さ

ろ
い
に
た
新
。
す
で
定
予
う
行
も

！
に
み
し
楽
お
。
す
ま
し

今年度のさんまる縄文体験のメニュー
６/17（土） 遺跡を守ろう①！縄文の木を観察して、プレートを作ろう

縄文時代に生息していた木を観察し、木のネームプレー
トを製作します。

７/８（土） 遺跡を守ろう②！縄文の木にプレートをつけて、外来種の木を伐採しよう
縄文の木にネームプレートを取付けて、遺跡の中にある

７/15（土） やってみよう！土器作り① 粘土で縄文土器と土偶を作ります。
８/１（火） 体験！発掘調査 遺跡内で発掘作業を体験します。
８/５（土） 土偶のレプリカを作ろう　 土偶の複製品（レプリカ）を作ります。

９/２（土） やってみよう！土器作り② ７/15 に作った土器と土偶を野焼きします。
野焼きの間には木の実の採集体験をします。

10/７（土） ザリガニを釣って遺跡を守ろう！ 遺跡に生息する外来種のザリガニを釣って駆除します。
10/14（土）鹿の角で釣り針を作ろう 鹿の角で釣り針を作り、魚を釣ります。

さんまる縄文体験を行いました！！

【体験！発掘調査のようす】

【ギネスチャレンジャーの皆様】

【ジョモリンピックの参加者の皆様】

【完成イメージ図（右側建物が増築建物）】

　

10
月
20

遺
山
丸
内
三
、
に
日

、
て
い
つ
に
り
く
づ
力
魅
の
跡

た
き
て
ね
重
を
討
検
で
ま
れ
こ

書
告
報
、
ら
か
議
会
の
家
門
専

中
の
こ
。
た
し
ま
れ
さ
出
提
が

界
世
が
跡
遺
山
丸
内
三
、
は
で

東
北
・
道
海
北
き
べ
る
た
産
遺

の
群
跡
遺
文
縄
の
北

中
核

し
と

構
、
し
信
発
を
値
価
の
そ
、
て

報
情
の
群
跡
遺
る
あ
で
産
資
成を

統
括

て
し
た
果
を
能
機
る
す

が
と
こ
く
い

使
命

さ
と
る
あ
で

画
企
る
き
で
に
設
施
築
増
、
れ

な
的
極
積
た
し
用
活
を
室
示
展

な
々
様
ど
な
信
発
報
情

提
言
を、

は
後
今
。
た
し
ま
き
だ
た
い

遺
、
え
ま
踏
を
言
提
の
ら
れ
こ

推
を
り
く
づ
力
魅
る
な
更
の
跡

。
す
ま
き
い
て
し
進

者
学
見

成
達
人
万

三内丸山遺跡のご案内三内丸山遺跡のご案内
休館日 見学料
12月30日～１月１日 無料
開館時間
　　10月～５月　　：９時～17時
ＧＷ中・６月～９月：９時～18時
（入場は閉館の30分前まで）
さんまるミュージアムの定時案内
10時30分～、13時30分～の２回（所要時間約20分）
ボランティアガイドの定時案内
１回目は９時15分から
２回目以降は10時から１時間ごと
最終回は16時から
（10月～３月は15時30分が最終回）
所要時間：約50分
見学お問い合わせ先：三内丸山応援隊　017－766－8282
公共交通機関
□青森市営バス
　ＪＲ青森駅から⑥番乗り場　三内丸山遺跡線
　三内丸山遺跡前で下車　
　料金310円　約30～40分
□ねぶたん号
　ＪＲ新青森駅東口
　三内丸山遺跡前で下車　料金200円　約15分

跡
遺
山
丸
内
三

！
す
ま
き
い
て
し
化
強
力
魅

縄文時遊館増築中！


